
保健医療事業の経済的評価に関する研修

Ⅰ.

1. 保健医療経済評価の基礎

1.1 主任 A 1

1.2 主任・副主任 B 1.5

2. 分析の立場と費用の算出

2.1 副主任 A 0.5

3. アウトカム指標と健康関連QOL

3.1 主任 A 1

3.2 主任・副主任 B 1.5

4. モデルを用いた分析

4.1 主任・外部講師 A 1

4.2 主任・副主任他 B 3

Ⅱ. 保健医療経済評価事例の理解

5. 経済評価結果の活用

5.1 副主任 A 1

5.2 副主任・外部講師 A 3

Ⅲ.

5. 経済評価結果の活用

5.3 B 4

Ⅳ. その他

6. その他

6.1 開講式・オリエンテーション 主任・副主任

6.2 閉講式 主任・副主任

6.3 修了時評価 主任・副主任 E 0.5

小計

集合 A B C D E

オンライン A 7.5 B 10.0 C D E 0.5

遠隔 A B C D E

Aは講義、Bは演習、Cは実験、Dは見学、Eはその他、修了時評価等（オリエンテーション、開講式・閉講式は除く。）

遠隔は、遠隔システムを利用し、予習・復習を行うもの（事前課題は除く。）

オンライン 遠隔

1.保健医療の経済評
価手法の概要（分析
手法、費用の算出方
法、効果指標の選
択、モデルによる分
析、割引など）を理
解し、説明すること
ができる。

保健医療経済評価の手法に関する体系的知識

保健医療経済評価の基礎

保健医療経済評価の基礎＜演習＞

分析の立場と費用の算出方法

アウトカム指標と健康関連QOLの評価

健康関連QOLの評価＜演習＞

モデルを用いた分析

SBOs 科目及び講義課題 講師名
時間数

集合

モデルを用いた分析＜演習＞

2.保健医療の経済評
価事例の検討をし、
それに基づいて有用
な情報の選択ができ
る。

医療保険制度での活用事例

保健事業での活用事例

3.本研修で習得した
保健医療経済評価手
法をもとに、各自治
体等の集団を想定し
て費用等を独自に算
出することにより、
意思決定のための資
料作成ができる。

保健医療経済評価の応用

地域での活用方法＜演習＞

時
間
数

18.0

合計 18.0


